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次 の ス テ ッ プ を 考 え
‐
て

会長 大 野 正 夫

今年度の大きな課題の天山トムール峰の登頂は、天候が不順で達

成出来なかったのは残念であったが、ムスターグアタ峰に登峰に成

功したことは、探検 口探査の会にとって記録すべき成果であつた。

良くここまで頑張つたと拍手を送りたい。 3回の登峰の記録は、ぜ

ひ―冊の本にしておきたい。

私は四国に来て、暫くは四国の山を歩いたが、 10年来、山登り
らしいことから離れてしまった。 8年前に南極の夏に、裸岩地帯を

2週間ほどテント生活をして、学生時代を思い出した。テント生活

は、夜の会話の時間が長い。食事をして寝る前に、酒を飲みつつ、

いろいろと雑談に費やされた。探査会の時代は、ラジュースの音を

聞きながら、伊東さん、寺島さん、横山、松橋らと火をかこんで、

話こんだものだった。宮崎、河合、木村らが入ってきて、歌を歌う

ようになった。もっとも聞き役ではあつたが一一。

またここにきて、妙な役を引き受けるようになって、音を振り返

ることが多くなった。横浜市大の時代が、それからの生活の糧にな

つているように思える。今でも仕事で、海外を飛び回り、船に乗っ

たり、泳いだりしているが、その段取りは探査会の時に、身につけ

たものではなかったかと思う。

さて回顧談は、これくらいにして、天山トムール峰の登頂計画は

、中断するという。探検・探査の会で、次のステップを考えてはど

うだろう。昨年の 6月 に北京に立ち寄り、南極の友達の山岳気象学

の高 教授に会ったら、チベット地方は、山も高原も面白いと勧め
られた。企画があれば協力するとも言われた。山に登る者、高原を

歩く者、生物や民族的調査をする者などのグループを作つてはどう

だろうか。
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トムール登山隊と「探検。探査の会」のこと

幹事長 小森享二

1990年の トムール隊の遭難をきっかけに
「探検・1宋査の会」は生まれた。そし

て昨年、1994年 、唯一の組織として
「探々会 」が後援することになって、 ト

ムール隊が登頂に三度目のチャレンジを試みた。 しかし、残念ながら登頂は成ら

なかった。

昨年の8月 下旬、 トムール隊の残した計画で最も遅い場合でも、何か情報が入っ

ていい筈なのに何もないという連絡を受けた。大丈夫だろうと思いつつも、い

や、もしかしてという不安が豆頁をよぎった。それに、ある人からは
「もうそろ

そろ留守番をしている者として何か行動を起こすべきではないか。 」という意

見も出た。私は
「必ず現地から何かあったら連絡がある筈だから、もう少し待っ

た方がいい。 」とア ドバイスした。それから数日して、留守連絡先の小嶋君から
「予想以上に多い雪のため、登頂を断念。無事に全員帰還した。 」という電話連

絡を受けた。登頂できなかったことについては三度目ということで大いに期待

していただけに少しがっかりしたが、 それよりも連絡が遅れて、 やきもきした

分だけ全員無事帰還の報には心底ほっとした。

トムールは雪崩を克服すれば、登頂は可能と聞いており、大野会長の計らいで

中国の専門家から天山山脈の気象データを事前に入手していたとのことで、その

辺は充分に準備されているな、と非常に心強く思っていた。 しかし、一方では ト

ムール峰のある新5巨 ウイグル自治区には中国の核実験場があり、核爆発の影響

で、 トムールの雪崩が誘発されるかもしれないという不気味な話も聞いてい

た。核実験の予定など公表されないし、 トムールに登山隊が入っていようとお構

いなく核実験は行われるであろう。もし、それが事実であれば非常に危険性があ

ることに思えた。 しかし、確率の低さを考えれば、杞憂かなという気もした。

そして、このように期待と少しの不安を抱いて トムール登山隊を送り出した。

今回の トムール隊は過去三回の経験を踏まえ、周到な準備をし、少数精鋭で挑

んだ。 しかし、登頂は成らなかった。でも、今回の トムール隊は大きな成果を
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残 したと思う。 トムール征服の鍵は高度順化だという結論をもとに7′ 000m級 の

ムスターク・アタ峰にアタックして登頂を果たし、すぐさま トムール山単に挑むと

いう新しいやり方を試みた。こういったことは、あとに続く登山隊にとって大

いに参考になると思う。それから、小山烏君から連絡を受けた1寺に聞いたことで非

常に感銘を受けたことがある。それは トムール隊が
『雪が降った翌日には登ら

ないという鉄則を守った。 1と 語っていたことである。三度目の挑戦というこ

とで、是が非でも登頂 したいという逸る気持ちを抑えることは大変だったであ

ろう。こういつた気持ち、姿勢が全員無事帰還につながったのだと思う。私はこ

ういうトムール隊を後援できたことを誇りに思っている。

トムール隊が出発する前の壮行会の席上、取るのは金メダルか銀メダル以外に

ないということを私は述べた。その意味は登I頁 を果た し、全員無事帰還すれは文

句なしの金メダルだ。 しかし、犠牲者を出しなからの登頂、そして登頂もでき

ず犠牲者も出した場合、それらは論外で、登I頁できなくても全員無事帰還するこ

とが銀メダルである。従って、 トムール隊が取るのは金、銀以外にはないとい

うことを話した。今回の トムール隊は悲願の金メダルは逸 したものの、堂々た

る,艮メタルをう隻得したと私は思っている。

私達の
「探々会」は トムールをきっかけに生まれ、そ して経験は浅いが唯一

の組織的後盾として トムール隊を後援してきた。現在、
「探々会」の関係者の中

で自由に活動を企画したり、参加したりできる人は極めて稀な状況である。この

ような「探々会」に関わる大部分の人たちにとって トムール隊を支援すること

は自分の心や夢をトムール隊に託すことであったと思う。微力ながらトムール

隊を支えていたと思っていた私達だが、実際に支えられていたのは私達の方で

あったかもしれない。これからも トムールと
「探々会」の関係は諸々の形で継

続 していくと思う。そして、いつか トムール峰は登頂されるであろう。先般、

トムールllyの報告会において、西堀隊長(第一回 トムール隊で遭難)の 夫人が話さ

れた短いスピーチの中に トムールに寄せる並々ならぬ情熱を感じた。その熱は

冷めることなく伝播 し、後に続く人たちを4重]き 動かすにちがいない。そ して、

次回挑戦の時には国内の留守番ではなく、ベース・キャンプに勇躍 してのり込み

たいと考えているのは私だけではないと思う。
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'94.天山 トムール峰登山隊遠征

私たちは昨年 6月 1日 から約 3ヶ 月間にわ

たつて、 3度 目の中国遠征をおこなつた。日

的は天山山脈 トムール峰(7,435m)の登頂で、

lll前にパミール高原の ムスターグ・アタ峰 (7,546m)

で高所 トレーニングをおこなうなど、万全を

期して本番にのぞんだ。

しかし、過去の遠征経験からは予測もでき

なかった悪天候に阻まれ、 トムール峰の登頂

を果たすことはできなかつた。

以下は登山隊の行動概要と、吉見敦司によ

る行動記録、そして神奈川新間に寄稿した吉

田宣明 (山岳部OB)の エッセイである。

登山隊の詳細な報告書は今年 3月 ごろに発

行予定であるが、この場を借りて遠征の中間

報告をさせていただくとともに、計画に協力

してくださった会員の方々に感謝の意を表し

たい。

田村 康一

登山隊行動概要

ムスタニグ・アタ登頂記

前半で天気が悪く、行動できない日が続い

たので、日程を使い果たし、下山日が迫つて

いた。隊の連絡官で、登山活動にも参加して

いる胡さんとC3入 りした 6月 30日 、アタッ

クに残された日数は僅か 1日 、明日悪天なら

アタックは中止して下山という状況のなかで、

「明日晴れますようにH」 と2人で夜空に向

かつて大声で願をかけた。

ムスターグ・アタの目的は 6千mの宿泊高

度における順化で、それは既に果たされてい

たのだが、私はどうしても頂上に行きたかつ

た。短期速攻の登項を計画している トムール

のためには、なるべく高いところまで,瞑化し

ておきたかつた。ムスターグ・アタの登頂が

トムールの頂へ導いてくれるはずだつた。

7月 1日 、興奮からか目がさえてほとんど

眠れず、起床予定の 6時が待ちきれずに起き

て外をみると、満天の星空である。胡さんと

「天気好 !好 |!」 と喜びあいながら出発の準

備をする。8:25に標高6,000mの C3を 出発、

天気は快晴だがかなり冷えこみ、風も強いの

で非常に寒い。雪而も固くてスキーが使えず、

ツボ足で進む。ラッセルは30cmく らいだ。

9:30頃 、陽が当たるようになってもなお寒

い。-20℃を下回つているだろう。あなどっ

てオーバーズボンではなく、雨合羽にしたの

が間違いだつた。下半身が寒くてしょうがな

い。

11:30、 6,300m着。胡さんが少し遅れ気味だ。

このころ、ようやくスキーが使えるようにな

る。スキーのない胡さんとの差は開一方で、

6,400mで 1時間待つ。6、 550mで再び胡さんを

ナ切1間

地域

日白勺

予算

戦略

結果

隊員

'94.6/1～ 8/27(88日 間)

中華人民共和国新彊ウイグル自治区

トムール峰中国側からの登頂

460万円 (負担金360万、寄付他 100万 円)

セミアルハ
゜
インスタイルによる速攻登山。

7/1、 ムスターグ・アタ峰登頂 (吉見敦司)

8/13、 トムール峰登頂断念

吉田 宣明、吉見 敦司

田村 康一 (以上横浜市大)

中里 雄一 (亜細亜大、」AC)

´ヽ｀
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待つが、30分以上待つても一向に姿が見えず、

C3に下つた可能性もあるので、 1人でアタ

ックを続ける。

C3か らは単調な斜面の繰り返しで、うん

ざりさせられる。日の前には ドーム状のピー

クが見えるが、残 りの高度からすると頂上と

は考えられない。しかし、「高度計が壊れた

かも」などと、ほとんどあり得もしないこと

を考えながらも、急がずゆつくりと歩を進め

る。

17:30、 ドーム状のピークに立つと、上部に

は雪原がはるかに続いていた。 18:00、 6,700m

着。ここから上部に小さなピークが見え、 ト

ランシーバーとカメラだけ持つてアタックを

続行する。そのピーク下に着くと、さらにそ

の奥になだらかなピークがあり、絶句する。

「今度こそ頂上だろう」そのピークをひたす

ら目才旨づ
~。

20:15、 ついに頂上に立つ。高度計の標高は

7,050m。 日没間近 (北京時間のため23時頃ま

では明るい)なので、感慨に浸る間もなく、

写真を撮ってすぐに下山にかかる。下りはス

キーで快適に滑るつもりだつたが、転倒した

際のの体力の消耗を恐れてツボ足で下る。ち

なみに私のスキー経験は、ゲレンデ 2回のみ

である。

6,600mで 、先に下つたと思つていたち]さ ん

が私を待っていた。一緒に下るために待つて

いたのかと思つたら、「ここでビバークしょ

う」と言う。私はとてもそんな気になれず、

C3に 降りようと説得するが、胡さんは「ど

うしてもここに泊つて、明日頂上を狙 う」と

言い、その気迫には並々ならぬものがあった

ので、ビバーク用具一式を渡してC3へ急ぐ。

下りとはいえ、長時間の行動で疲れた身体

にツボ足のラッセルはきつい。陽が沈むまで

には帰才じるだろうと思っていたが、思うよう

に足が進まず、すっかり陽も暮れ、ヘッテン

で足元を1魚 らしながら下る。

0:30、 C3着。テントにはコンロはなく、

缶メタでカップー杯の水を30分かけてお茶に

し、それを飲んでシュラフに入つたのは1:30

だった。

ムスターグ・アタの登頂には特別な感慨は

抱かなかった。ただ、それまで雲と区別がつ

かないほど、はるか遠くに見えていた天山の

山々が、そのいずれかであるはずの トムール

が、少し近くなったように感じた。

吉見 敦司

トムール登頂 断念

8月 10日 、前日の雪壁の偵察で好感触を得

ていた私は、この日に賭けていた。残されノた

時間はあと僅かだ。ここ 1～ 2日 の間には稜

線に抜けなければならない。今年の トムール

は好天が続かないことを考えると、この日が

実質的な雪壁アタックのタイムリミットとい

えた。その夜のHltり は浅く、何度か日が覚め

た。

明け方、外は満天の星空だった。A13Cで

雲ひとつない朝を迎えるのは初めてのことだ。

この瞬間をどれだけ待つたろう。気持ちの高

場を感じながら出発の準備にかかる。朝食は

人事にとつておいたちらし寿司だ。

だが、中里がおかしい。頭痛と電11き気がし

て食えないという。彼はそれまで、雪壁に対
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する不安や恐輛jを 口にすることがあつた。前

日、不安げに雪壁を見つめていた彼の表情が

頭に
'7か
んだ。

その日、日中はずつと晴れていた。まだ時

F]はある。 (〉 う1日 ‖liれてくオ1′たら、という

l思いをくkそ に、 201時頃からり食い雪が降りはじ

めた。

8月 HI:|、 朝。雪はやんでおらず、外の横

雪は40cm以 上。 3111の トムール遠征でこんな

に横 1)つ たのは初めてだった。全身の力が抜

けた。終わつた、そう思つた。

しかし、 百「能`LLが 0にオ,つ たオつけではイミか

つた。 日程では 13日 が'1世突破のタイムリミ

ットだ。今日、明日ともに晴れて降雪がなく、

13日 も好天ならチャンスはある。雪の状態次

第ではいける可能性はまだあつた。 1剪降つて

いた雪は 9時頃にやんだ。その後は雲一つな

しЧりt晴 となり、この好天は 111続いた。

8り 11211、 1嚇与Lく 雪壁の状態を偵察にいく。

り長部より200m L部 にてliの弱層テストをおこ

なう。最上部には 5 cmほどの固い雪の層があ

り、その ドは40cmの 柔らかい'!:の層となって

いて、 ドの層は軽い力で簡単にはがさオЪてし

まった。この状態では Lにいくことはできな

い。 がつくりうオ貪だオЪていると、づ~ぐイfのル

ンゼで 3111た て続けに表層雪チjiが起り、逃げ

るようにしてABCに かけ下る。絶望的だっ

た。 1月 日になって ()状態は変わら,ないだろう。

だが、まだBCには下りたくなかった。これ

まで多くのことを犠牲にしてやつとここに来

たのだ。ダメだとわかつていても無駄な努力

がしたかった。

8月 13日 、頂上にいけるだけの装llと 食糧

を持つて出発。最後のあがきである。陽がで

ると、雪1と も周りの山も紅く輝きはじめる。

国境稜線がJLえる。あそこか 2)見る風景はど

んなに美しいだろう。昨 IIと 同じ場所で、同

じ作業をし、最後の確認をする。雪の状態は

昨日と変わらない。それフに加えて、昨夜、断

続的に降雪があつたこと、今日は気温がかな

り高いこと、 中里の調子がくkく ないことから、

こオttt Lの 登高は断念し、今日をもって登山

活動を中 |liし 、A13Cを撤収して13Cに 下る

こと|こ可
~る
。

危険を冒してもいいから登りたい、という

思いが、私をしばらくその場にとどまらせた。

稜線はすぐそこに見えるのだ。 2時間 t)あね′

ば抜けられそうだつた。

大■のABCの 荷を、無理矢11ザ ックに押

し込み、 9時40分、雪壁に向かつて手を合わ

せ、何度も振り返りながら、ABCを 後にし

た。

吉見 敦司
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(燿
ヽ 人ull 英 ■

(1989年卒 )

昨年 4月 、就職後 5年 ||ll勤 めた 1陳材記者から内勤の編集者に「転職Jさ せ られた。同
時に、ポケベル常時携イ|'24時 |11出 動態勢の生活から解放され、 [1分の時 |11を 取り戻せた
一年でもあった。少ない休 lIを寄せ集めて、フィール ドに出かけた li己 録を綴 ってみた。

[7年ぶり西表島再訪]=94年 1月 14～ 20日
大学 3年 の秋に、島の東側・ lI「 見から西側・ rl i内 川へ lllt XJlし たが、今 |口 |は浦内川から
大争|千に抜ける逆 コース (約 20キ:,)に 挑んだ。

|ヽ′i国 のジャングルで、いつ も悩まされるのが ヒルである。今も、私の足「1に はフィリ
ピンのジャングルで吸い付かれ、マニラのばい菌を吸 1又 してル「れ llが った傷跡が痛々し
く残る。前 llll、 Jl lりl空港で人手 した「 ヤマピカリャーのItJ(小野紀之・ ひるぎネL)と
いう本に「 ソックスの ドに婦人りllス トッキングをはくといいJと 紹介されていたので、
今 lillは その方法を試 してみた。
休鳳時にスパ ッツを脱 ぐと、いるはいるはナメクジのようなヒルが 4、 5匹 もへばり
ついていた。 しか し、身体への被 11子 はゼロで、この ヒル除け法がどんな高価な装 lllや 薬
よりも有効であることが実 11:さ れた。
冬の沖 Fllは北風が吹きすさび、空はどんよりと晏 り、エメラル ドグリーンのはずの珊
瑚 I薇iも 心なしか色あせ、魅力に欠ける。やはり、春先か秋に訪れるのがベターなのだろ
う。夏はチャラチャラした連中がうろついていそうなので避けたい。イi垣 Iものタクシー
の運ちゃんは、 |り lら かに曇っているのに「 きょうは珍 しく晴れだJと うそぶいていた。

[目光雲竜渓谷‐|‐ ,||1岳遭難救助訓練同行取材]|=1月 30日
「探検・探査 2号 Jに掲載した「巨大ツララに挑む」の記 :l「 と同じもの。あの記事に
触発されてか、今年はT13S「ニュースの森Jの クルーやら読売の写itild者 やら大掛か
りなl餃材 |」 |に 膨れ_Lが った。暖冬の影響か、氷洪は前年以_Lに貧弱なものだった。

[奥日光.白根山(2577: 61ル)5回目の登頂]=6月 11日
現役のころは湯元からテントをかついで中ッ曽根や 111根 沢ルー トで勇ましく登ったも
のだが、卒業後、菅沼からあっさり日Alrり 登山できることを知|っ た。
|:1根 山南束余1面iで は数年前から樹木の立 ら押iれが深刻化 している。その原因として酸
性 Ni(霧 )の 可能性があることを環境庁は去年になって、ようや く認めた。 しか し、日
)しの「1然 を良 く

/xllる 人は、日ri和 57年 の厳冬の後遺 jハ:で はないかとか、ハバチによる披 1lf
ではないかなどと夕(論 を叫lえ ている。このテーマは宇畑

`宮

にいる|11に 1灰 り_Lげ たかった
が、未だに |:Iの |「|をみていない。 Fl根 山の山林は二荒山神社の所有物であることを理由
に行政 も黙殺 しており、野放 し状態にある。

[香港2泊 3日駆け足旅]=6月 14～ 16日
入学 1イ liの 冬、中 llqに 向かう玄関 ||と して初めて足を踏み入れた海外が香港だった。
今 |‖ |は 全 |1空 に勤めるカ ミさんの「配偶者特別優待券Jな るものを使って、タダで飛ん
だ (た だ し、機内食代として4000円 i吉求された)。
1客徳空港はビルの谷 ||11に tt降 下する離着陸の難 しいイド港として知|ら れるが、今 |!:|、 な
スノとrr~・ ァラウン ド (イrF陸復ri)を 体験。座ハiり の II:iniの スクリーンにJメ し|||さ れるllkl
像が、/1走路か ら111輸が有かないまま海に変わったのである。名 il「屋空港の中11航 空機
ililltの Fi後 だっただけに、墜落 fi「 故に遭 ってタダで乗っていたのがバ レたらいやだな、
などと恐 trliに 怯えなが ら、最後の 1瞬 ||||を 写真にIIXめ ようと手にア|:を JIり なが らカメラを
llllえ た。20分 後、 2度 [|の トライで難なく着陸 し、スクープは幻に終わった。
香港の人たちは携帯電話やポケベルを人前で鳴 らすのが好きで、鼻息荒いアジアの活
気を感 じた。 日本はお役所の規 1月 に縛 られているうちに、 iY.し ,こiし は別として、新製占l:
を安 く普及させる活力を失って しまったのだなとしみ じみ思った。
2 H IIII、 歩き卜,|っ て見つけた新名所。セントラルの+lJl銀行からヴィク トリア・ ピー
クの中腹へ続 く全長 800イルのエスカレーターと動 く歩道 (93年 10月 開通 )。 ディズニ
ーランドのア トラクションのように、足を使わず して雑 ,ユ |ビルの中のマージャン風景や
ら露層i街など庶民から_L流階級の生活が垣 111見れて楽 しい。ただ し、ェスカレーターは
一方通行なので、帰 りは永遠と階段を降りなければならない。

踏んだり蹴らた.ケ奥多饉汰嶺F11,Iに|,獅I壺け=8月 5日
せっかく東京に出てきたのだからtた まには都会の山にでも登るかと色負tを出したの
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が大 |11述い。いままで lII内 でも一級の自然を有する山に登ることが多かったため、その
日で奥多摩を見ると、針葉樹ばかりの貧困な林、なまぬるい湧き水、出会 う動物はガマ
ガエルばかり…で lll易 した。おまけに山頂では曇って展望が開けず、下山途中か ら宙雨
に襲われた。ずぶぬれになってたどり若いた奥多摩駅で、近 くに温泉はあるかと駅員に
尋ねたら、「ないっ」 と無愛想に一喝され、 i¥IfFl線 も落宙で不通になって しまった。代
替運行の無料バスに乗 りながら「 奥多 lliRへは 2度 と来ぬ」 とカ ミさんと誓い合った。

上Jllll辛

'I'11`し

じ1,11■
臨凛 挑け 刊肝 判

でいいと聞いて、ついでに槍ケ岳に登ること
にした。これまで北アルプスと聞 くと、「ヤマケイ JOY」 の ||[界のようで敬遠 してい
たが、なるほどミーハーなハイカー (プ ス女 3人組 とか…)も 来るだけあって美 しい所
であった。最 もポピュラーで楽に登れるという槍沢ルー トをたどったが、途中、徳沢あ
たりまでは水洗の公衆便所があり、紙 も備えてあるのには驚いた。
夏山シーズンのピークも過ぎ、槍沢キャンプ地では私たちのほかは一人の青年だけ。
彼は何やらテン トの中でガサゴソ作業 した後、上半身だけテントから乗り出 し、 下半身
はテント内に残 したままラーメンをすす り始めた。我々は足空の下で レトル トの トムヤ
ンクンスープを食 していたが、寒いなら完全にテン ト内で食べればいいのに上半身だけ
乗 り出して食べるという、その姿はこっけいであった。彼は探検部の OBで 言えば内野
健太氏のような風貌で色白く目が細い。冬でもTシ ャツ姿で学内を自転車で闊歩 してい
た内野氏は現役時代、上半身・ lrl物人 ||II、 下半身・ 自転■の「 ケンタウルスJと 呼ばれ
ていたが、彼は食後、再びテン ト内にひきこもってガサゴソやり始めたので、我々は彼
を「 コモ リくんJと 名付けた。
コモ リくんとは翌 日のピーク・ ハ ン トも下山日程 も一緒になった。彼に「 どこから米
たのJと 尋ねたら、「あ したの朝、午前 11‖寺15分発のバスで大阪に帰ります」と少 し的
はずれな答が帰 ってきた。翌 rJl、 上高地のバスター ミナルでコモ リくんが 11分 の乗るバ
スがわからずオロオロ歩いているのをJlか けた。

天J谷11驚蓋1群各[1鯖17L課囲卜‖日すから「谷川で鍋を用意 して待 っているから
4人分の食料を持ってこいJと 電話があり、夜「Jjり |け で眠い 11を こす りなが ら地 lltに あ
る土合駅からマチガ沢までlf上 げ した。
この H寺、披露 したのが「チゲ鍋」。鳥ガラスープでだしをとり、自菜キノ、チ、ヤンニ
ンジャン、肉をほうり込んで煮る。肉がやわらか くなったところで、ねぎ、 しいたけ、
にら、1,腐 などの材料を加える。 lll名 誠の「あや しい探検隊Jで料 pll人 を務める林政 |り |
の「 リンさんチャーハンの秘密」 (角川文ルli)か ら盗用 したものだが、辛いもの好きの
高

]Ili‐11[蘇
‐
[i[il嚇 !:Ili:illil[1。 キ リマンジャロ

とサファリに始まり、キャンプや温泉と登山とfTっ た具合に……。今回はクロスカン ト
リースキーと温泉を組み合わせた。 しか し、初めて旅館に泊まるというIfI落 したものに
なって しまった。
「 XCス キーはェッジがないから転びやすいJや ら「疲れるから1/1だ 」 とか文句ばか
りたれるカミさんに、持参 したワカンジキをはかせ、 11:_11を 移動するのに XCス キーが
いかに有効かを教え込んだ。

今年 も「原稿 よ り健康Jを 第一 にフィ

“ヤマネコ"と サキシマスオウノキ =西表島で

9

―ル ドでi1/Fび まくりたい。

“マッターホルン"を背に=槍 ヶ岳で



大 神 尾 根 か ■,多奎汗ノ「I→菱手ヘ 1965年卒  宮 崎 捷 二

い 妻雲諫り〒 tン い 万訂 σり /」 とヽき ¬C 1994年 3月 12日 (上 )
雪例年より多 く谷川遭難者慰霊碑も埋まっている。10:03チ ェーン無 しで土合口に

着 く。曇っているが寒さは無い。谷川岳登山指導センターに入山届けを出し、ロープ

ウエイで天神平へ、更にリフトで502m地点天神尾根の起点まで行 く。雪がちょっぴ

り舞い太陽が白い中、つぼ足で先人の トレースをたどる。途中何パーティーかが雪洞

掘 りの訓練をしている。右手前方に西黒尾根のザンゲ岩、ワカンジキを付ける。

H:54熊穴沢避難小屋だ、橙色の鉄柱が50cm程頭を出している。12110露岩の上で
休む、高度計は1620m、 左手の尾根筋にはガスが薄 くかかっている、 -4℃だ。上が
る我らに下る何組か。背中から抜いた赤布の篠竹をさしつつ、傾斜がきつ くなってき

たが見通せる天神尾根を快調に進む。前方が広 くなって来たからじきに肩の小屋だ。

凍 り着いた避難口をビッケルで突っつき、13:34肩 の小屋の住人となる。しばらく

すると西黒尾根を上って来たという男性 2人が雪まみれで入って来る。我ら30分ほど

休んで頂上へ向かう。14:14頂上着 (ト マの耳)、 僅かにオキの耳が見えたがすぐに
'

ガスの中。缶 ビールで乾杯 !こ の 7月 帰国予定のスティーヴンにとってはラッキーだ。

昨年の 2月 には荒天のため熊穴沢避難小屋までで引き返 したものだったから。

肩の小屋は真新 しい、無人になってしまったが群馬県が再建 して 1年程 しか経って

いない。断熱マット・シュラフに腰を落ち着けまたまた乾杯 1冬は鍋ものよ、ウイス

キー・ ビール・ワインは友達よ、仕上がりはウドンよ。外はガス、風無 く、雪静か。

だが夜半から吹雪、小屋をゆする風が息を始めた。

Rラ ト石 fを,じ夕 つ ιナ ゴヽ ッ と  1994年 3月 131(日 )
気象情報では、太平洋側は晴れ日本海側は雪だという。ここもこれ以上好天は望め

ないということか。吐息が自く流れる。
「
レ がヽあってはいけない、 5人 ともり'イ ルを

付ける。 9:00肩の小屋からガス・風雪吹き荒れる外へとびだす。 -10° 0。 この小屋
から天神尾根への出だしはアクセントの無い斜面が広がり、西黒沢に迷い込んでしま

うことがある。 トレースも目印も無 く視界数メー トルというのでは有視界歩行は駄日、
地図とコンパスで方向を決める。宮崎が トップを行 く。すぐに風雪に翻弄されている

赤布をみつけホッとする。ゆっくり慎重に地形を探 りながら次の赤布をみつけながら

下る。熊穴沢避難小屋でザイルを外す。 2ψ 3のパーティーが上って行 く、スキー隊

もあり。小 ピークを過ぎ下 りにかかった所で突如前を行 く仲間が滑落、何とか潅木に

しがみついたが、駄目なら20～30mは落ちたろう。途中、スキーを使って竪穴式簡易

雪洞を掘っている一団あり、群馬岳連の講習会で、宮崎の女子校時代の教え子もいた。

天神平からはロープウエイを見上げながら沢に沿って下る。50分程で土合口谷川岳

登山指導センターに立ち寄 り下山を伝える。

]_ 〔 〕 ヾ



私の探検部以後…②

68年入学 小森 享二

1983年 10月 、私は妻と三人の娘 (当時、6才半、4才、10カ 月 )を 連れて、東京

から転勤のため沖縄に移り住んだ。それから二年後、胸一杯の感慨を抱いて東京

に戻ってきた。沖縄で暮らした二年間は自分の人生に実り豊かな時間を与えてく

れた。以下に記すのは私が沖縄を去るときに作つた詩で、彼地で共にlfllい た人連    t

の前でお別れの言葉として朗読 した。私が探検部の現役時代に、ある先輩が南の

島での合宿の打ち上げで、キャンプ・ファイアーを前に自作の詩を朗読 したとい

う話を聞いたことがある。探検部にはロマンチス トが似合うのかもしれない。

わた しの美 ら島 、沖縄

沖縄はわたしの故郷になった

その出会いは余りに偶然であった

気がついたら沖縄の風景の中にいた

日本列島の南端に位置し、縄のように運なる島々

そこには優しい l艮差し、心穏やかな人たちが先祖を敬いながら

寄りそうように暮らしている

フクギの木に囲まれた赤瓦の屋根の下、やわらかい風が抜けていった

外に出れば、目にしみる青い海、白い砂がまぶ しく輝く

海の彼方にはニライ・カナイがあるという

白く輝く強い陽射しが肌に刺激的でまば
・
ゆい

あおあおと繁ったガジュマルの木の下に体を横たえる

そよぐ風で汗がかわく

見上げれば
.、

色濃い緑の葉の間から青い空に浮かんだ白い雲

デイゴの花で街が急に色づく

デイゴの花は沖縄ソバのショウガを連想させる

ネギは葉っぱだ

琉球文化は今でも脈々と息づいている

1_  1_



紅型、壷屋焼、漆器どれも世界に冠たる工芸だ

全城次郎は人間国宝になった

芸能も素晴らしい、組踊り、三味線

お祭りは民衆と一体になって盛り上がる

ハーリー、エイサー、大糸岡引き、どれも感動の渦に巻き込まれた

_    イリチー、チヤンプルー、ソバ、地味だが味わいのある料理

泡盛の酔いは心地がいい

・   腰が落ち着き、話が静かに進む

お

'易

害|も いいし、 ロックもいける

これは完全な独自の文化体系た

琉球文化は観光の宣伝文句ではない

長い歴史と伝統に培われた文化が今、生きている

もし、日本、日本人が沖縄は日本だと言うのなら

沖縄は誇るべき日本の宝だと言いたい

ひめゆりの塔、自梅の塔、平和祈念堂、摩文仁の丘

沖縄は平和の象徴

本当の戦争を経験したのは沖縄の人たち

日本の捨て石にされた沖縄

思い出すだけで、胸をつまらせ、目に涙を―杯ためた顔に出会った

その無念さは、はかりしれない

いつまでも平和をと願わずにいられない

二人の我が娘たちは沖縄の風土に育まれ、たくましく、元気に成長した

｀    いろいろな土地を旅し、多くの出会いがあつた

本当に実り豊かな二年間であった

ありがとう美ら島、沖縄

さようなら美ら島、沖縄

また来る日まで私の故郷を守ってください

これが私の最後の願い

1 2



鉄 道 は 楽 し

丈,1  人|ハ |・ IL燿  {F ノ」ヽ 原       「ヨ  史

ゎ た くしが鉄道研究 (旅 行 )部 に入
ってかれ これ 1年 以上経つ 。何度 も

言 つてい ることだが、決
してオタクの部活 で はな

いので、誤解 しないて頂

きたぃ。 自分 で も信 じられ な
いほ ど、方 々を旅 した Oそ の度 に うま

い もの

を食 って金がな くなつた oが 、結構楽
しいのでやめ られ ない。そ う

い つた

い ろい ろな経験や知識 を もと
に、鉄道旅行 の ア ドバイスの よ う

な もの をこ

の場 を借 りて皆 に伝授 して あ
げてや ろ うと思 う。単 に旅行

だけでな く、合

宿 な どの ときに も役 に立
つ であろ う。

まず切符 につ いて oわ れわれ学生 に と
つて強 い味方 はや は り『 青春

18

きっぶ 』で ある。一応 5枚 つづ りでの発売
であ るが、大学生 協で は

1枚 か

らで も売 つて くれ る し、何人
かで 1セ

'卜

買 って もいい o l枚 当た り 22

60円 、普通 と快速 のみで辛 いに して も、
一 日乗 り放題 な らば安 い も

ので

あ る。無 人島合宿経験者 な
ら知 つている と思 うが、 1枚 で熊本 まで行 け

た

さて 、部会 な どで よ く話 になる
の

りす る。 (自 分 はや つて は
いないが )

が、学割 と青春 18ど つちを使 うと安 いか。距
離 の うえか ら見 る と、

70

キロ未満では普通運賃 、 160キ ロ未満 で は学
割 、それ以上 で は青春

18

きっぶ を使 うと安 い。横浜 を
中心 に考 える と、東海道線

では焼 津 よ り先 、

山梨方面 は小淵沢あた り
よ り先、東北線では黒磯の手前あ

た りよ り先 、新

潟方面 なら渋川 (新 前橋 を少
し越 えたところ)よ り先へい くのなら、青春

18を 使 うのがいい o従 って、成田空港や藤本
さんの住む小山へ JRを 使

400円 ほ ど安 い。これか らは賢い切
ってぃ くな ら、学割 を使 うと

いい 0

符の買い方 をして、よ り安
く旅や合宿 をしよう。

´`ヽ、ご〕

ど,ザ
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お得 な切符で忘れて な らないのが周遊券。去年
の 3月 に九州 、 8月 に北

海道 を旅行 した ときも、当然 これ を利用 した。九
州 も北海道 も特急 、急行

が結構 充実 していて、特 に北海道 は夜行の急行列車
も走 つていて、宿 代を

浮 かす ことがで きる。ぜ ひぜ ひ これ を使 つて旅行
してほしい、 いや旅行 し

なさい。 ただ し、四国 はあ ま り交通の使 が よ くな
い。

次 に列車の車両につ いて。北海道や九州 は別
として、それ以外 の特急列

二十1に は恥 ずか しなが らあ ま り乗 ったことが な
い。特 にこの列 11が 良 い とか

か っこいい とか、そ うい うことにあま り興味が ない。 し
か し全 く興味がな

ぃ とい うわけで はないので、みんなが知 ってそ うな こ
とを少 しばか り書 こ

う。 まずのぞみ号 に乗 ってみ たい と思 って いる人 、次
にあげ る列車 にお乗

りなさい。車両 はのぞみ号 とおんな じ。一部新横浜
にも止 ま ります。

ひか り号  201,205,217,219,221,227,235,239,243,253・
…

206,212,220,228,232,234,236,246,248,258・ ・
・

食堂車で飯 を食 ってみ たい と思 っている人 、残念
なが ら新幹線 もブルー

トレイ ンも食堂車が減 って きている。鉄研部員 の話
では、近 い将来 な くな

るので は とい う声 も。今 の うちに。成田
エ クスプ レスに乗 ってみ たい と思

ってい る人 、金の無駄 、おやめなさい。 JRの 横須賀線か、京急 ―京成ル

ー トで十分 。それで もか つこいい列車 に乗 りた
い !と い うの な らば、最近

開港 した関西国際空港 へ乗 り入れている特急列車
が なかなかの評判 です。

」 Rの はるか号 と南海電鉄 の ラピー ト号 。ぜひお試 しを。個人的 には (写

真 で 見たか ぎ り)リ ゾー ト踊 り子 (東京一伊豆急下 田 横浜発
13:50)が

好 きであ る。列車につ いては鉄研 の中で も素人
。あ ま り偉そ うな ことは言

えぬので、このへんでやめる。(簿年度″陶ミ→受え象躍射口彊Jトリ転裁)
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「旅先での人々とのも、れあい J

商学部  1年  高井 主税

探検部に入学 してか ら、はや 1年が過 ぎようとしています。入学式の後、サー

クルの勧誘で人々が ごったがえすなか、何かかわ った、お もしろそうなサークル

はないかとまわ りを見まわ したところ、人波か ら 20メ ー トルほどlllllれ たところ

に「探検部Jと いうJlれ 幕の |〕1に ただ、ぼ一っと二人のりjがすわ っていま tノ たo

私はなるべ く目を合わせないようにその場を去 りましたが、 2、 3日 後「 ヒマラ

ヤには雪男がいる」 と書かれたうさん臭いチラシと、新歓で富士の樹海に行 くと

いうことに魅せ られ、探検部に入部 しま した。

それ以来、夏までは毎週のように合宿に行 きましたが、いつ も感 じることは、

ザ ックを背負った自分に世間の目は冷たいということです。電車の中や駅で好奇

の目にさ らされ、けっして快い気分は しませんで した。

しか し合宿へい くと工事現場のお じさんがお くって くれ るなど涙ので る思いも

します。その中で も夏合宿での人々の親切さ、暖かさは本当にありがたいもので

した。

竹の沢では撤退後、村上で麦茶か ら煮物、メロンまで ご馳走になったり、山形

ではいった居酒屋では、風 呂にはいらせて もらった上に、図々 しくもとまらせて

もらった りした。 さらに最上川の筏下 りでは、大江町の観光課のかたにいたれ り

つ くせ りのサー ビスを うけた。 このほかにもた くさんの人のお世話になりま した。

ひとの暖かさを肌で感 じとった合宿 となりました。
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探検部 と野球 と私

生物科 1年  星川 亮

私が探検部 に入 って初めての部会で印象に残 っていることは、プ

ロ野球のセ リーグにおける優勝チーム当て トトカルチ ョの ことだ。

一番最初の部会で新人生 に賭博 をさせ るとは。なんていい ところな

んだ と私 は思 った。その時私が選んだチームは当然広島東洋カープ

を選 んだ。前年、つま り 1993年 における広島は、打撃力はほか
のチ ームに勝 とも劣 らないもので はで はあったが、投手力の弱体化

のため、見 るも無惨な敗退 を期 して しまっていた。当然、監督の三

村 さんはそのところをよ く理解 して今年 こそ は完璧な体制で望んで

いける、そ う私 は思っての決断だった。 しか し、案の定、ある程度

予想 は していた ものの、や は り少 しllJ待 していたのだが、投手力が

弱かった。そのため、あれほど打撃好調で、あわや優勝か と思わせ

たので あったが、最後 には投手力の差で 3位 に甘ん じて しまった。

ここで私 は、探検 と野球 のある接点 に気がついた。野球 とは、前

に延べて打撃つ ま り攻撃 と、投手力つ ま り守 りの 2つ がそろわない

と勝てない。探検 につ いて もしか り。攻撃つ ま りこれはや る気、意

欲 とおきかえ られる。守 りにおいては、計画 とおきかえ られるので

ある。探検 しようとする意欲、そ してそれを裏付 ける綿密な計画 こ

そが大切で ある。

「富士 には月見草がよ くあう」 という某文章か ら引用すれば、

「探検部 には野球がよ く似合 うJと いう文句 をこの文章の締め と

したい。
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チベットを トレッキングして

19651F卒  河合武臣

私と高松氏は、 1994年 7月 31日 から 8月 15日 までの予定で、チベ
ットトレッキングの旅に出かけた。ヒマラヤをチベ ット側からランドクル

ーザーでヒマラヤ越えする、またその途中の観光、例えばチベット仏教寺

院の見学など観光目的も含めて、 7月 31日 成田を立ったのであつた。

天山 トレッキングに参加 したときとおなじで、今回もチベットの都ラサ

ヘたどり着 くのに、上海一泊、成都一泊し、そして、やっとラサ郊外のク

ンガ空港に到着 したのは、出発後三日目であった。成田―ラサ間、もし直

通ならば約七時間の飛行時間である。一日でいける距離である。そうでき

ないところに、あるいは、意図的にしないのが当っているかもしれないが、

それが、中国の現状である。残念ながら、お客様本位ではないっ考えよう

によっては、徹底的に自己本位でもある。そんな疑間をもちながら、納得

できないまま、とにかく、目的地にやっと着いたのだつた。

手ベット

ない。これがチベットなのかと思う。ゆっく

くれる。なので、自然と慎重な動きになる。

空港の外にでると、通訳の王氏が出迎えてくれる。後で分かったのだが

年令 23才で漢民族出身、四川省重慶に住んでいるとのことである。車に
案内されて、 リュックを積み込み、そして、乗る。運転手 も紹介され、私
たち 2人 も自己紹介する。これからずっと一緒に旅することになるので、

挨拶を交わす。運転手氏は、 50才 位のがっしりしたチベ ット人である。
ここから4人 の旅が始まった。

ツェタンに向かって車を走らせる。とうとうと流れるヤルツァンポ河に

沿って走る。木や草のない岩石で出来ている山が遠 く河を取 りまくように

クンガ空港に着き飛行機から

降 り、積み込んだ荷物―登山

用リュックを肩にしょって 5

、 6歩歩 くと、軽いめまいを
感 じる。海抜約 3600111位
、富士山の頂上ほどの高さの

所に着いたからである。ここ

だけ高いというのではない。

50m. 100mは 低 くなる

ことはあっても、それ以下は

りの行動が高山病から守って
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続 く。車の走っているところが 3600mと すると、その上に 300mか
ら500m位 はある山だとしたら4000m位 の高さにはなるだろうか。
そんな景色をゆつくりながめている暇は、すぐなくなってしまった。空

港からツェタンヘ至る道は、進むとすぐにコンクリー トの道はな くなり砂

利道になった。砂利道を走るならまだいい。その道のいたる所、工事中で

通れない。男も女も子どもも手作業で道路に石をされいに並べている。チ

ベット人の道路工事アルバイ トというところか。車はその度に迂回する。

その迂回路が、ひどいの一言。上下左右に大揺れ。揺れる度、体の内臓が

ごちゃ混ぜになる感 じになる。車の天丼近 くにつかまる所があるので、 し
っかりと手でにぎっているが、頭をぶつけそうになったことも数度ある。

その度に、激 しい頭痛を引き起 こす。まるで、拷間である。道路、そして

迂回路、また道路そして迂回路、何度も何度もこれを繰 り返す。私はすっ

かり、空気の薄い中での、この激しい揺れに、休調を崩してぐったりして、

ただ耐えるよりしかたがなかつた。頭痛、ひどい寒気、臭覚の異常、手の

しびれが発生。これに景色が黄色 く見えれば、もうこれは立派な高山病だ

そうである。すぐ厚着をし、体を暖め症状を和らげる。景色が黄色く見え

る立派さは避けられた。運転手君は、ベテランらしくでこぼこ道をお客の

状態におかまいなく車を飛ばす。通訳は、人間が飛び上がる度に、上手な

日本語で「大丈夫ですか ?」 を連発するのみ。おまけに、やっと車から降

りての昼食もそこそこ、今日の予定を変更して明日の見学予定を今回つて

よいか、とたたみかける。車酔いで頭もぼっとして判断力もないわれわれ

は、我々の乗船を待 って、すぐにも向こう岸まで出発しようとしている船

を日前に見ながら、せきたてられるまま、まるで、夢遊病者のように了解

して船に乗ってしまった。岸の向こうのサムエ寺の見学のために。

広いヤルツァン河を渡る。船の上での私は、深呼吸を繰 り返したりして、

疲れと頭痛を和らげようと努力する。深呼吸のたび、通訳の王氏は心配そ

うに私に声をかける。「河合さん、大丈夫ですか ?ハーハするのでびつく

りしました。お医者さんに見てもらいましょうか ?」 その度に私は、「い

や、大丈夫です。症状を和らげるためにやっているのです。」

流れに逆らって約 50分 で岸に着いた。寺は見えない。 ここから、 トラ
ックに乗ってサムエ寺まで行 くとのこと。 トラックの荷台にチベット人 8
人、ヨーロッパ人 2人、日本人 2人、通訳ガイ ド1人が乗る。 トラックの

揺れもひどい。座っていられない。立ってつかまって、じつと耐えている

他はない。跳ね上がる度に荷物が移動する。

20分 から 30分 後にやっと着いた。よくもまぁこんな山の中に大きな
寺を立てたのものだ、と感心する。私は、頭痛と吐き気とめまいと戦いな

がら、通訳の王氏に荷物を少しの間持ってもらいながら、休み休み見学を
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終えることが出来たのであった。あでやかに飾った仏像、どの仏像も金色
で、青や赤や宝石で飾ってある。同じ仏教でも日本の清楚な仏像 とは、雲
泥の違いである。急な見学で写真のフイルムの予備は河の向こうの車の中
だ。フイルムが切れてしまったことを高松氏 と共にぼやきながらも見学を
続ける。

さて、サムエ寺見学も何 とか終わり、 トラックで川まで来て、船でヤル
ツァンポ河を渡る。ツエタン飯店午後 8時 40分頃着 く。ホテルまでやは
り道路工事中で、道なき道の迂回のためものすごく車がゆれ、体がかき回
され、具合が悪 くなる。

8月 3日  昨日の疲れで私は、ホテルで休養する。元気な高松氏はツェ
タン見学に出かける。

8月 4日  8時 25分 ラサヘ出発。途中、草原でチベット人の祭での馬
の競走の練習を見学。ラサ市郊外のガソリンスタン ドで汚れきったランド
クルーザーを洗車する。午後 3時 40分頃ラサ日光賓館に到着する。腕時
計の高度は3560mを 示 している。調整はしていないので若干の誤差は
ある。 1103号 室に入る。

8月 5日  7時 40分起床。 8時 40分朝食。ポタラ宮見学。薄暗く狭
い通路や階段を昇 り降りしたくさんの金色の仏像を見る。ヤクからつくっ

たバターの蝋燭の火からは、独特の臭い匂いがでて鼻を刺激する。蝋燭に

てらされた暗闇のどこかに僧侶が座っていたり立っていたりする。通訳の

王氏は、僧侶に話しかけこれが何という仏像か何という壁画かを聞き、我
々に通訳してくれる。高松氏は、事前にチベ ット仏教についての研究をし
ているため理解できたが、わたしは、ダライラマ、釈迦の名前 ぐらいしか

分からなかった。とにかく、町の真ん中近 くの丘に、町のどこからでも見
える大きな宮殿が建っていて、たくさんの部屋があ り仏像があり、宝石類
に飾られている。 観光場所であるが、信仰の場所である。そして、この
宮殿の屋上から見るラサ市が緑が多くとてもきれいだ、ということだった。

宮殿のみやげ物の店で、ポタラ宮の写真集 150元 (1800円 )、 チ
ベットの地図 50元 (600円 )で 買う。後で地図に印刷されていた値段
を見たら4元 だった。観光地は高い。資料などは町の大きな書店で買うと
定価で買える。通訳やガイ ドは、特定の店とつながっていることが多いの

で、む しろ、買わせようとする。だから、高いからやめたほうがよい等の

ア ドバイスはしてくれない。いろいろと日本人の財布の紐をゆるめにかか

ると思っていた方がよいだろう。
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私がチベットに興味を持ったのは、世界の屋根といわれるところを見て

みたい一心だった。小学校の理科の教科書にもエペレス トの頂上付近の写

真が載せられている。地層が見え、エベレス トも昔は、海だったとある。

世界の屋根はどんな所か確かめてみたい。旅行の大きな目的でもあった
ので、そのことの感想を述べて、旅行紀その 1をひとまず終わりにしたい。

現代の地質学の教えるところによれば、プレー トに乗って南から移動して

きたインド亜大陸が衝突してヒマラヤ山脈ができた。今もヒマラヤは、上

昇し続けているんだと。

世界の屋根に私は夢をふ くらませ、自分な りにイメージを持っていた。

しかし、チベットは、静かでやさしい景色が広がっていた。

荒々しい景色は山の方だけということか。

おかしい、こんなはずではない。 もっともっとはげしい、迫力のある自然

がすぐ身近にあるはずだ。なにせ、 8000m級 の山がある所だから…。

しかし、考えていくうちに、次第に8000mの 山がなんだ、 と思うよ
うになってしまった。日本の最高峰富士山は 3776m、 地面が 3600
m隆起 して底上げをしたら 7336mの 山に成長するではないか。日本で
も、山のそばまでいかないと遠 くからでは、その存在はわからない。こう

考えるとやさしい景色の広がりも納得できる。プレー トテクトニクス理論

の証明か…。日本全体を4000m位 上げたのと同じことか…。

世界の屋根にいささかがっか りした。 3600mの チベットから800
0mを眺めてもあまり迫力はないと。下から上まで 8000mの 山は存在
しない。あるのは、上げ底の山だ。そう考えていくと、出発前に高度順化

のため、高松氏と一泊 して登頂 した富士山が今までよりはるかに、なつか

しく、おおきくて、立派な山に思えてきた。そして、山は、上げ底の高さ

ではなく、本当の山の高さでくらべるべきだとも思えてきたのであつた。

私な りのイメージやあこがれがやぶれてしまったが、そばまで来て真の

姿に目をふれただけでも、よかったと思っている。目前に上げ底 8000
m級の山々を見ずに帰って来ることになってしまったことが、心残 りであ
るが。

しかし、今までにない新 しい認識を得られたことが収穫だったかも知れな

い。そして、冷静な思いになって、再び眺め直してみることも必要なこと

に違いない。きっと私の知らない迫力あるチベットが、あるいはヒマラヤ

が、どこかにかならずあるに違いないと、最近、そういう思いが心に浮か

びはじめてきている。
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チ ベ ‐ ン ト 湘護::考斤 卜 L/ ノヽ キ  ン  2‐
‐
ツ ワ″ ――

高松 康夫

今年 (1994年 )、 私は「チベ ッ ト縦断 1,000k mの トレッキングツア

ー」を計画 し、探検・探査の会に同好の会員を募 りました。その折 り、

次のように記 しました。

《チベ ッ トは、 85年 に解放 されて団体および個人ツアーが入境可能 と

な り、秘境が身近なものにな りました。 しか し、89年 3月 ラサで独立要

求のラマ僧による「暴動Jが起 き、90年 5月 まで戒厳令が敷かれ、それ

以後 しば らくの間個人入境が困難にな りま した。そ して去年 5月 、 また

独立要求のデモが起 き、以後中国の旅行会社を通 さないと個人は勿論、

団体ツアーも難 しい状況が続いています。今年は 5月 にデモが起 きない

限 り、徐 々に団体および個人ツアーが可能 と思われます。ただ し、中国

側か らラサに入るよリネパールのカ トマンズか ら空路での入境のほうが

確実のようです。一――一日程は 7月 下旬～ 8月 中旬頃にかけて 2～ 3

週間を予定。》

計画実施期限 ぎりぎりであったが、河合氏が参加を中し出られたので

さっそ く旅行会社に手配を頼み、 7月 31日 ～ 8月 15日 までの 16日 間の ト

レッキングツアーが実現で きた (で きれば、 3週間 ぐらいが望ましいが、

日程調整上やむをえなかった)。

行程は、若千変更 とな り、成田――上海 ―一成都 一―ラサーーツェタ

ンーーラサーーシガツェーーテ ィンリーーー
‐
り=ン ムー (国境 )一 一カ ト

マンズ  となった。

費用は、旅行会社手配の払込み個人旅行経費 として約 42万 円、現地経

費を含む総ての諸経費 として約 10万 円。

(当初の予定経費をうわまったが、旅行会社募集のツアー参加払込み

経費に比べると約 10万 円安い。 )

私がチベ ッ トに興味を抱いたのは20数年前のことである。 きっかけは、

隻2  1_



河 口慧海の「チベ ッ ト旅行記」 (講談社学術文庫)を 読んだことによる。

それまで、漠然 とチベ ッ トは秘境 というイメージをもってはいたが、 日

本人として初めて (1900年 )、 その秘境にしかも単身で潜入 したのが一

僧侶であったことを知 って、私は愕然 とした。チベ ッ ト探検 としては、

ヘディン、 ブルジェワル スキーが有名であったが、大谷探検隊はチベ ッ

トには入 っていなかつたはずである。慧海は、仏教経典のチベ ッ ト大蔵

経を求めてチベ ッ トヘ入境 したのだが、その観察力、体力、忍耐力 とも

に優れ、探検家 としても評価 されている。

私は慧海を知 り、チベ ッ トを知 り、探検精神を鼓舞され、興奮 した。

以後チベ ッ トに関する図書・ 資料を集め読んでい くうち、チベ ッ トの歴

史、現代の政治状況、民族、チベ ッ ト仏教 (ラ マ教 )、 ヒマラヤ山岳等

についてさらに知 るようにな り、河 口慧海の探検コースを追体験 してみ

たいと思 った り、チベ ッ ト仏教 (特にマンダラ)に 関心を持つ ようになっ

た。

現代においても、チベ ッ トはつい最近 まで政治的には秘境であった。

1959年 中国の侵略により、ダライ・ ラマ14世 が イン ドに亡命 し、チベ ッ

トは中国の支配下に置かれ、65年 自治区の一つ となった。85年 のチベ ッ

ト・ ラサの解放により、や っと一般外国人がラサをはじめ、一部の地域

に入境できるようになった。チベ ッ トを象徴をするラサのポタラ宮をこ

の日で見ることが現実 となったのだ |

1987年夏、私は単身成田を飛び立った。荷物はザ ックーつ とカメラの

入ったサブザ ックニつ。成都か らラサまでの飛行中において、窓か らミ

ニヤ・ コンカと思われる山容を見ることができた。そして 1年前までの

数年にわたる探査会による中国遠征計画のあれ これの経過 と挫折を想起

した りしたものであった。これでやっと自分 自身の「探検」ができるの

だ。登山ではないが、 自分にとって未知であ り、li憬の地であ り続けた

チベ ッ ト・ ラサヘの、誰にも制約 されない自由旅行であることがなによ

りであった。個人旅行で来ている日本人、外国人、チベ ッ ト人 との出会

22



い、五体投地で巡礼する遠方 よりの巡礼者、ポタラ宮を見おろすかのご

とき小高い丘の上からの尺八の吹奏・・・ あま り遠出は出来なかった

が、のび りとラサの雰囲気を味わった。 しか し、 もう一つの目的であっ

たカ トマンズヘ抜けることは、残念なが ら日程に余裕がな くな りで きな

かった。

あれか ら 7年が経過 した。

今回のチベ ッ ト・ トレッキングは私にとっては 2度 目の旅である。 し

か し今回は仲間がお り、滞在型ではな く、基本的に車で移動する旅であ

る。ラサをはじめチベ ッ トの主要な城下町を東か ら西へ巡 り、最後にチ ョ

モランマとシシャパ ンマを眺望 して5220mの 峠を越え、一気に下 り国境

の町ザンムーを経てネパールのカ トマンズヘ抜ける旅である。

私はこの旅では、主 目的を寺院 とチベ ッ ト仏教を代表するマングラ図、

タンカ (莉i装の仏画)を じっくり鑑賞するとともにできるだけ写真に撮

ることした。 この 目的は一部を除 きまずまず達成で きたと思われる。

チ ョモランマは雲のためわずかに遠望で きたに過 ぎないが、 シシャパ ン

マと7000m級、6000m級 の高山はかな りの迫力で眺望できた。さすがに

ヒマラヤ、 しかもチベ ッ ト高原か らの眺望は素晴 らしいの一言につ きる。

テン トでも張 って一晩過 ごしたい くらいであった。    (続 く)

おラ̀喘

`%i“
`村

クス
電々『'O16m)
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①
②
③

注

「 4 0年 代 OBの 集 い 」 参 加 暖Fこバか ιニナ理雪か  [ら a)… 幸昆響
=

○印は参カロ渚です. 無印は不参加者です。
勤務先記入者

`J除
員です。 勤務先未記入者は会員ですので、名簿を参照くださし、

原稿はスペース上、短くしてあるものもありますので、ご了承下さいc
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次の株合|、 わた、漁会Ч zυごれt,幸 tヶ l・ し2
お|1予 す。

鹿野照雄 (S46年・自詢

ご11沙 汰してぉりますが,皆様お変りござぃませんでしょぅか。
さて,こ の度の会合ですが,当 方残念なから以下の諸事由により出l席できません。

二人目の子の出産予定日が真近に迫ってぃること。

年末工期の仕事が,今年は特に山積 していること。
不肖ワタクシのXX回 目の誕生日であること。

とりわけ,①の理由はなかなかに強力でありまして,昔 (メモリー)を取るか,今 (フ ァミ
リー)を取るかという次第になりますと,ど ぅも前者の旗色が大分悪そうです。 で,大変
申し訳ありませんが,今回はパスさせていただきます。当方の近況等につきましては,恐 ら
く当日出席されるでありましょぅ宮木茂さんに何えば,概ねお判りかと存しますゅえ。
なお私共一家,今年の 2月 に丹沢山麓方面 (秦野市)に転居いたしました。都心からは
少々離れた不使な場所になってしまいましたが,それても,ア ウトドア フィールド ヮーキ
ング ライフ・スタイル (何のこっちゃら?)な んそを志す輩にとっては結構恵まれた立地で
ございます (田舎ポケ中年になってしまう可能性も多分にあり)。 近傍へおいての折には ,
ぜひ一度お立ち寄りくださぃ。歓待いたします。

末筆ながら,探検部並びにそれに深く係る皆々様の今後の一層のご活躍,ご健勝をお祈り
いたしております。
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○松下明 (S46年・静岡市役所)
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現 役 か ら の 幸I受 告 ～ 遠 征 に つ い て ～

今 年 度 の 春 休 み を 利 用 し 、 ネ パ ー ル ・ ア ン ナ プ ル ナ 山 域 に 位 置 す る

チ ュ ル ー ・ イ ー ス ト峰 に 登 山 隊 を 派 遣 す る こ と に な り ま し た 。 こ の 山
は ト レ ッ キ ン グ ピ ー ク の 一 つ で は あ り ま す が 、 比 較 的 奥 深 い こ と と 、

幾 つ か の 峰 か ら な る 連 山 に な っ て い る こ と か ら か な り 歯 応 え の あ る 速

征 に な る か と 思 い ま す 。 隊 員 は 主 に 現 役 か ら な り 、 OB一 名 を 含 む 6
人 編 成 の 小 さ な 隊 で す 。 そ れ ゆ え に ま ず 「安 全 Jを 第 一 と し 行 動 す る
つ も り で す の で 、 ご 支 援 ご 理 解 の ほ ど よ ろ し く お 願 い し ま す 。

チ ュ ル ー 登 山 隊 隊 長  稲 田 俊 (1991年 度 入 学 )

:士 |^ lllli 概  1ど唇

＾
】
　
　
　
．
　
．
　
　
　
　
■

隊 の 名 称

期 間

目 標 峰

|ヨ 白勺

行 動 概 要

予 算

隊 員

大 学

後 援

横 浜 市 立 大 学 探 検 部 チ ュ ル ー 登 山 隊

1995年 2月 25日 ～ 4月 4日 (39日 間 )

ネ パ ー ル 王 国  ア
チ ュ ル ー ・ イ ー ス

6,000鷲元峰 の 登 頂

1995年 2月 25日
27日

3月  1日
2日

4日

16日

28日

4月  4日

162万

6名

横 浜 市 立 大 学

横 浜 市 立 大 学

ン ナ プ ル ナ 山 域

卜峰 (6,6001ル )

先 発 隊 出 国 ～ バ ン コ ク

バ ン コ ク ～ カ トマ ン ズ

後 発 隊 出 国 ～ バ ン コ ク

バ ン コ ク ～ カ トマ ン ズ  合 流
ト レ ッ キ ン グ 開 始

ト レ ッ キ ン グ 12日 |1珂

ベ ー ス キ ャ ン プ 設 営 (4,6001元 )
登 山 活 動 12日 間
ベ ー ス キ ャ ン プ 撤 収

カ トマ ン ズ 着  現 地 解 散

横 浜 市 金 沢 区 瀬 戸 222

探 検 ・ 探 査 の 会
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事 務 局 か ら の お 矢口ら せ

(7・ 2・ 3)

川尻哲夫

(1)今 後 に)探探 会 の 運 営 ひこ― い て  〔提 案 〕

① 運営方法の改善

○ 平成4年 2月 15日 に会が正式に発足して以来、3年を経過しようとしています。 その間、天ll l登山隊
の後援、現役探検部活動への支援、現役・OB同士の交流、会報誌の発行など、当初の目的は一月ι達成して
はいます力ヽ 今後もさらに活動を活発化するためには、会の運営方法を改善することが煙 と考えます。

(イ )幹可1_CШ堕を金_の役割・分担を明確に
。一部の幹事に負l助渤かヽる一方、全く会に出席もしない幹事の方もいまづЪ 出席ができないこ
とは、それぞれの事情があってのことで止むを得ない場合もあります力ヽ せめて連絡だけでもし
ていただきたいものです。 また、出席しなくてもできる活動はあるはずですから、それを担う
ことで負荷の分散を図ることが大切です。
。そのためには、幹事の役割を総会時にしっかりと決めておくことが媛 です。
UR第 4回の総会ではもう一度その塑担を確認し合いましょう。

(口 )全員の把握と会費の収納状況も明確に
。残念なことでづ功ヽ会費を収めてない方もいまづЪ この方々にも会報誌や様々な案内物を郵送
していますので、通信費は増えて、財政を圧迫しています。
・総会後に会員の意志確認と会費の督促をした上で、              文塑題 を発
表いたします。

(ハ)定例会の進め方の見直しを
。本年度は2回の定例会と
ちです。 かと言って、

1回の総会を開催しました力ヽ どうも顔陰わせだけで終わってしまいが
いたずらに開催回数を増やすことは一部の幹事の負荷が増えるばかりで

す 。

。そこで、 (イ )にも関連します力ヽ 定例会におい
| って進行

り前にやっていることも、OB
0又、総合司会も交替制にするのもひとつの方法です。

(二)有 1互連絡網の強化を
・会発足当初は連絡網のようなものがあったのです力ヽ 今は一部の幹事問だけでの繁がりになって
います。 幹事及び首都圏の会員まで広げた連絡網を作って、相互連絡をより密にしてはいかが
でしょうか?
。会合の招魁 kを出すことは、現役諸■|にも負l助かかるものです。 「E話やFAXで A氏→B氏
iCl_tと いうように幹事以外の人にもメッセージを伝える仕組みは、文書伝達を補完するものと
して有効です。

② 「中央アジア研究会」活動を継続しよう

○ いろんな研究会を作ろう、と理想をブチまけても、それぞれの仕事、家庭環境、居住地などの条件が違うの
でなかなか難しいものでりЪ 探探会のルーツはやはり「天lL探査」にあるだけに、会としての可勁らヽとなる活
動地域は「中央アジア」に置くべきではないでしょうか? これまでの積み重ねもあり、第三次登山隊だけで
終わることは惜しいものでりЪ 具体的な遠征隊はまだ先としても、研究会活動は継続しておいた方カウヾ ック
ボーンは強くなりまづЪ 無論、他の地域。テーマに興味ある方がそれぞれの活動をすることを妨げるもので
はありません力ヽ  「rlI央アジア情報センター」のような機能を持つことを会の特色にしてはいかがでしょう力ゝ

(尚、本提案は私の個人的なものであり、事務局としての公式提案ではないことを付け加えておきます。あらためて、
詳しく述べてみたいと思います)
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(2) 町 KIttlttЬ Li_I陰狡幸反型野イヽJ 、
1盛況 ι4月 か れ 1ま LプtO 「 4 0企 |ニケヽO13の ユミい J が

いて「第二 し́てIL登山隊ヤト礎κヽ」が月lIされました。
じめ35名が参加のもと、広大なトムール峰のスライ

ってはrllliと生活を犠牲にしてのりυ成であり、胸をす」

京らない會2[!:IIF塁覇
Ёあ史言習裂懸喜なまζあらヾ奎げよ:〕F雰卑緩3与営百宗警ぢ「

1品

聟蔦たよb

°
f足[群[撃なれ1聯i離御燃:な:ふ」欄‡吉IIを榊I枠≒省型舞
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編集後記

会報誌第二号をおとどけします。

原稿を送っていただきありがとうございました。

[     昨年の夏は、天山 トムール峰登山隊の後援をしました。 トムールは登頂でき

ませんでしたが、ムスターグ・アタ峰登頂と全員無事下山できて何よりでし

た。今回も会報誌の印刷に市大の高松氏および探検部学生の協力をお願いし

ました。

今年も会員のみなさんの健康とご活躍をお祈 りいたします。

(河合 )
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